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第 26 回杉並区立新泉・和泉地区小中一貫教育校設置懇談会(要旨)

会長 それでは、第26回新泉・和泉地区小中一貫教育校設置懇談会を開催いたします。

欠席は、新泉小の小澤副校長、和泉中の比嘉副校長、和泉中学校ＰＴＡの加藤委

員、藤原委員、それぞれ用事等で欠席との連絡を受けております。

平成 26 年度になり、ＰＴＡの役員改選等があり、新しく６名の方が委員となら

れたので、自己紹介をお願いしたいと思いますが、よろしいですか。

（新委員自己紹介）

それでは、本日の配付資料の確認と会議の予定について事務局からご説明をお願

いします。

計画調整担当

係長

それでは、本日の配付資料の確認をさせていただきます。

（配付資料確認）

続いて、本日の議題ですが、４つございます。「平成２６年度における課題とス

ケジュールについて」は資料３に基づいてご確認をいただきます。

続いて２つ目、「新しい通学路について」が資料４でご確認いただきます。

会議名 第 26回杉並区立新泉・和泉地区小中一貫教育校設置懇談会

日 時 平成 26年６月 20日（金）午前10 時～午前11時 15分

場 所 和泉小学校 家庭科室

出席者 設置協議会委員 26名（欠席5 名）

傍聴者 なし

次 第 １ 平成 26年度における課題とスケジュールについて

２ 新しい通学路について

３ 学園章の制作について

資 料 １ 杉並区立新泉・和泉地区小中一貫教育校設置懇談会運営要綱

２ 杉並区立新泉・和泉地区小中一貫教育校設置懇談会委員名簿

３ 平成 26年度における課題とスケジュール

４ 通学路線図（新泉小・和泉小）

５ 学園章検討部会（要旨）

６ 学園章デザイン案
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３つ目に、本日のメインの議題でございますが、「学園章の制作について」、資料

５と６、本日追加資料としてお配りしました「現在の杉並区立小中学校の校章一覧」

でご確認いただきます。

「その他」としまして４点、前回の設置懇談会でご質問がありました新校舎のセ

キュリティについて、学園歌の制作の状況について、ご報告させていただきます。

また、地域資料部会の開催がなかったのですが、関連する状況について、最後に学

園名と学校名について決定をいただきましたので、ご報告させていただきます。

本日の議事については以上でございます。

会長 それでは議題に入ります。

「平成26年度における課題とスケジュールについて」ご説明をお願いします。

計画調整担当

係長

それでは、資料３をご覧ください。

一番上の懇談会という欄ですが、９月に開催後に、懇談会の記録、まとめのよう

なものを１月に完成させていく予定です。懇談会の開催はありませんが、報告書の

素案を委員の皆さんへお送りし、ご確認をいただきたいと思っています。12 月に

開催する第 29回懇談会をもって終了という予定でおります。

課題ですが、今日ご検討いただきます学園章は、スケジュールとしまして、９月

の懇談会で１つ選定するご意見をいただく予定です。

次に、学園歌は、12月中旬に完成ということで、依頼先にお願いしております。

和泉中には吹奏楽部はありませんが、将来的に吹奏楽部ができるかもしれませんの

で、吹奏楽の楽譜もつくっていただくということで作成者へお願いし、来年３月に

完成を予定しております。

続いて、地域資料は、８月中旬に部会を開催しレイアウトについてご検討いただ

き、終了の予定です。その間、学校の図書の先生を中心に、レイアウトについてご

意見をいただく予定です。

通学路は、後程ご説明しますが、部会を設置して、７月と８月に計３回開催し、

ご意見をいただき９月の懇談会でそれに対するご意見を頂戴したいと思います。

校舎の竣工、閉校式、開校式については、校舎の竣工は計画どおり来年３月中旬

となっております。閉校式は、新泉小学校と和泉小学校が２月 21日、28日に、そ

れぞれ開催する予定になってございます。

また、新しい杉並和泉学園の開校式は、このスケジュールでは４月中旬になって

おりますが、開校後、一貫校でかなり混乱もすると思いますので、その状況を見な
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がら、また日程については学校と詰めさせていただきたいと思っております。

「平成26年度における課題とスケジュール」につきましては以上でございます。

会長 今の課題とスケジュールに関して何かご質問はありますか。

委員 工事は順調なんですか。

計画調整担当

係長

はい、予定どおりの進捗と聞いております。

会長 他に質問はよろしいですか。ご意見は何かございますか。

開校式は、入学式の前にという話を３校の校長でもしていたんですが、今年の和

泉中の引越しを考えると、引越しはする、教員ももちろん全員が同じ教員ではない、

大変な状況だろうなと思います。候補として４月４日あたりがいいという話はして

いましたが、ちょっと厳しいだろうなということで、今後また調整していきたいと

思っています。

他にご意見、ご質問がなければ、次に進みたいのですが、よろしいでしょうか。

（質疑・意見なし）

それでは、続いて「新しい通学路について」事務局から資料のご説明をお願いし

ます。

計画調整担当

係長

それでは、資料４の図をご説明します。赤色で囲っている部分が現在の和泉中学

校の通学区域、青の点線で囲っている部分がそれぞれ新泉小学校と和泉小学校の通

学区域です。通学区域については、正式決定はされていませんが、昨年の通学区域

案のとおり、小学校の通学区域は、新泉小学校と和泉小学校の通学区域を合わせた

区域が、新泉和泉小学校の通学区域となる予定です。

ですので、今まで新泉小学校に通っていたお子さんの通学路が、現在の和泉小学

校の方向へ変えるような見直しをする必要があります。こちらについては懇談会で

もご意見をいただきますが、部会を設置しまして、できるだけ集中的にご意見等を

頂戴したいと考えております。部会では直接現地へ行き、危険箇所とか、通学路で

適当なのかというようなことを確認して、ご意見を頂戴したいと思います。部会は

７月と８月で計３回の開催を予定しています。部会で新しい通学路の案をまとめ９

月の懇談会にご提案して、ご意見をいただきたいと思います。

先ほど資料２で配付をさせていただきました、今年度の懇談会の委員名簿の裏面

に通学路検討部会の委員名簿を記載させていただいております。小学校を中心に通

学路についてご検討いただくことなります。
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新泉小学校と和泉小学校のそれぞれの副校長に、町会は４町会から、ＰＴＡから

は各小学校２名ずつ、10名の方を委員としてお願いしたいと思います。

新しい通学路につきましては以上です。

会長 部会をつくって、これから検討するということですけれども、何かご質問等ござ

いますか。

委員 通学路を決定するときに、杉並区で決定するときの何か条件みたいなものはある

んでしょうか。

計画調整担当

係長

条件というか、こういうものは望ましいということで、例えば見晴らしがいい、

交通量の少ない、幅員がある程度とれている、とかいうものはございます。それか

ら、私道を通学路に設定する場合は、私道の所有者から承諾書をもらうというもの

がございます。

委員 この部会で検討するときに、事前にそういう情報が検討部会の皆さんにお伝えで

きていればスムーズに進むのかなと思って質問をさせていただきました。

委員 「通学路」というのは、どこの公立小中にもありますよね。

学校支援課長 小学校ですね。

委員 電柱のところに「文」と張ってありますが、あれでいつも悩みます。知らない学

校に行くときに、通学路は通っているんだけれども、どっちの方向だろうという矢

印がないんですね。

計画調整担当

係長

登下校がありますので、行きと帰りとでは逆になるということがあります。

委員 学校がこっちというのがあればいいかなと。学校は近くにあるんだけれども、い

つもわからないので。

計画調整担当

係長

通学路が重なっているところもあるかもしれません。なので、特にそういう形の

標示はしていないと思います。

会長 よろしいですか。先程の意見がありましたように、通学路はこういうのが望まし

いという説明なりを少ししてもらったり、あるいは逆にこういうのがよくないと。

まあ、大体想像がつくかと思いますが、その辺は説明してもらったほうがいいかも

しれません。

計画調整担当

係長

杉並区に通学路に関する要綱がありますので、そちらである程度通学路について

は、今申し上げたように道路の幅員や、交通量が多いところの横断はなるべく避け
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るとかいう規定はございます。また、文科省、国交省と警察庁で作成要領をつくっ

てございますので、そちらをご確認いただきながら、また、部会については所管で

あります学事係の担当者も出席して、通学路について説明をいただく予定です。

委員 新泉小学校と和泉小学校の間の点線の部分が和泉仲通りですが、朝、永福町や甲

州街道に抜ける車が結構多いです。夕方は方南町の方から和泉仲通りへ抜けて、井

の頭通りへ抜けていく車が多いです。

計画調整担当

係長

顔みたいなマークが資料４の地図上に描いてございますが、これが安全指導員が

いる場所です。現在は新泉小学校の近くに立っていますが、新しい通学路では仲通

りを横断する必要がありますので、安全指導員の配置なども通学路を設定していく

中で検討していくことになると考えております。

委員 渋谷区の代々木上原小学校、あそこはもう完全に遮断しちゃって絶対に入れな

い。

計画調整担当

係長

交通規制というような形ですと、こちらの地域の中にお住まいの方、毎日こちら

を通行に使っている方もいらっしゃいますので、なかなか難しいとは聞いておりま

す。

学校支援課長 それも部会では検討の素材になっていくと思います。どういう形で子どもたちの

安全性を保つかということは大事なことだと思いますので、検討してまいりたいと

思います。

会長 現在の新泉小の学区の子は仲通りを渡ってくるわけですから、検討してもらうな

り、何らかの配慮が必要になってくると思います。

それでは、ほかにご意見とかご質問はございますか。よろしいですか。

部会の皆さん、暑い時期ですから、体調管理をよろしくお願いしたいと思います。

それでは、続いて「学園章の制作について」事務局からご説明をお願いします。

計画調整担当

係長

それでは、資料５、６ご説明を申し上げます。

学園章は、児童・生徒の皆さんからアンケートを募り、たくさんのご応募がござ

いました。懇談会からは３校を統合したイメージでつくってほしいというご意見も

ございました。また、前回の懇談会では、学園章の制作を３校に深くかかわってい

る方が良いというご意見がございました。そうしたご意見を踏まえまして、制作者

へ依頼しました。懇談会からのご意見、お子さんたちからのアンケートの結果や図

案を、制作者へお渡しして、新しい学園章のデザインを考えていただきました。
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制作者から出てきたものが、資料６のとおり、①から④と裏面のアからクまで、

12 案の提案がございました。こちらの提案があり、学園章検討部会を開催し、制

作者からデザイン案のご説明をいただきました。制作にあたって、まず杉並区立

小・中学校の校章がどういうものか確認をしたそうです。傾向としては、地域をイ

メージした形だったり、どこの学校かわかりやすくするために校名を入れたり、そ

うした工夫がされている傾向があったそうです。また、デザイン的には、家紋のよ

うなイメージのものが多かったということです。

お子さんたちからのアンケート結果は、ジャンル分けをして整理したところ、感

情的なカテゴリーであったり、「明るい」「元気」「未来」「希望」などといった先を

見据えた意見が印象的だったということです。また、お子さんからのイメージでは、

見る人にさまざまな捉え方、いろんな見方ができるようなもの、またポジティブな

印象を与えることができるデザインがされていたそうです。

制作にあたり、資料５の①から④に書いてあるようなコンセプトでデザインをさ

れております。まず、学園名がわかるような文字を入れる。次に、杉並区初の小中

一貫教育校ということがこの学園の１つの特徴である。それから、桜、神田川、熊

野神社、いろんなキーワードがありましたが、和泉の地域ということで「泉」を連

想させるものをデザインの中に取り入れる。４つ目として、前向きな明るい印象を

与えるデザインとする。

提案のあった 12 案ですが、３校が一体となったイメージでつくった家紋のよう

なものが、表面で①から③、裏面のアからウの６点、エンブレムのカテゴリーとし

て、表面の④と裏面のエの２点、会社や企業のロゴマークのようなカテゴリーとし

ましてオからキの３点、裏面のクがどんな形か見る人によっていろんな捉え方がで

きる前衛的なカテゴリー、４つのカテゴリーに分類できるそうです。

５月 23 日の検討部会では、どんなところで学園章を使用するのか、例えば中学

校の制服のバッジなどにする場合はこのデザインでできるのか、といった質問があ

りました。当然バッジとしてもできますし、また、提案では黒一色になっています

が、色の指定があればカラーでの提案も制作者からいただけるということでした。

また、平面的になっていますが、少し影をいれたり、バッジなどの場合は、立体的

にもできたりするのかというご質問がございましたが、いずれも可能だということ

でした。

そういったご質問があった後、検討部会で 12 案についてご検討いただきました。
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学園章がどこで使用されるかを考えた上で選出する必要があるという、意見があり

ました。校舎の外壁、体育館の緞帳や演台などについている学校もございます。ま

た、学園旗、バッジ、体育着につけたり、通知表に使ったり、そうした使用方法を

考慮に入れ候補を選出しました。

なお、提案いただいたものには、ほとんど文字が入っていますが、文字の字体を

変えることも可能ということです。

検討部会で３案に絞り込みをする予定でしたが、資料６の①から④のとおり、４

案に絞り込んでおります。

今日はこの４案を３案に絞り込み、文字のデザインなどのご意見を頂戴したいと

思います。頂いたご意見を制作者に伝え、ブラッシュアップしていただき、検討部

会でご意見をいただいて、９月の懇談会で１つに絞り込みをしていく方向で進めて

いきたいと考えております。

学園章の制作につきましては、以上でございます。ｂ

会長 今の説明で何か質問はございますか。

委員 学園章の部会でこの４点に絞り込まれたので、基本的にはこの中からこの場で話

し合って決めるという形になりますか。ちょっと裏面を見ると、何か裏面にもいい

のがあるなと思って。まあ、切りはないと思うので、せっかく決めてくださった４

点なんですけれども、その辺のところはどうなのかなって。

計画調整担当

係長

検討部会の中でも、皆さんの感性が違いがあり、色々なご意見がございました。

なるべく部会での４点の中からというのはございますが、本日の懇談会でご覧にな

っていただき、ご意見を頂戴できればと思います。

会長 進め方として、この４つからだけ選ぶのではなくて、裏のほうからでもいいのが

あれば、例えばこの４つに並ぶものの１つとして復活をして、そして、最終的には

３つに絞るということでよろしいでしょうか。

学校支援課長 はい。

会長 ４案以外も候補に含めて、そこから選ぶことも可能という前提で意見をいただき

たいと思います。

部会長 12 案は、家紋的なものやエンブレムなどの４つのカテゴリーからつくってこら

れていますが、ロゴ的なものについては学園章部会では外しました。もし、ロゴ的

なものも選んだほうがいいのであれば、そこを入れてもいいのかなと思います。家

紋的なデザインは結構議論して選んでいます。エンブレムは２つのうちどちらかな
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というところで選んでいますので、そういう形で見ていただければ選びやすいかな

と思います。

会長 他にご質問やご意見は、いかがですか。

委員 どうなんですかね。どれが良いかを決めるというのは、１つ印象論がありますか

らね。どれがいいと言ったって、印象論しかないでしょう。

会長 人によって本当に好みが違いますからね。

会長 この表面に挙がっているのはもう選んでいただいたのだから、裏面の中で特に印

象が良い、候補にしたいと。先程のご意見で、ロゴ的なものというのはオ、カ、キ

ですか。このあたりで、これがいいというのがあれば表に出してあげて５つにする。

それで、その中から３つ選ぶ。

それから、文字に関しては、漢字で「和泉」という書き方もあれば、ローマ字で

「ＩＺＵＭＩ」と書く書き方もあれば、杉並和泉学園だから「ＳＩＧ」という書き

方もあります。このエンブレムの「ＳＩＧ」はちょっと読みにくいけれども、その

辺の字を変えるというのはまた別の問題なので、それはご意見をいただくというこ

とにして、まず、裏面から表面に出したいというのがあれば、いかがですか。

委員 私的には、ウの太陽と水のイメージ。それから、エンブレムの部類でいくのであ

れば、エも候補に挙げていただきたいと思います。理由としては、ウはパッと見た

とき、これは個人的な感覚ですけれども、割とシンプルで、すごく和泉の雰囲気が

わかったのと、エンブレムの④番は確かに格好はいいんですが、いわゆる市販のブ

レザーについていそうなイメージがしなくもなく、エンブレムの部類であれば、エ

のほうが割とシンプルかなというのもあり、ぜひともウとエも候補に入れていただ

ければなという希望があります。ロゴ的なのは、先程のご意見のとおり、校章とし

てはふさわしいとは思えません。

部会長 ②とウは同じ図案を変化させたものという説明を受けています。ですから、ウと

②番は校章部会でも最終まで悩んだところなので、皆さんのご意見で変更も可能で

はないかと思います。

会長 ウも結構いい線で挙がっていたということですか。

部会長 最初、ウが入っていて、同じマークでやっぱり②のほうがいいという強いご意見

がありました。

会長 ウと②に関しては接戦だったという理解でいいですか。

部会長 はい、そうです。
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会長 他に、感覚的に入れてほしいというのがありますでしょうか。

委員 本当に接戦でこの表面に出ているので、私たちもこの裏面を見たら思いは残って

おります。皆さんは今日、両方見て、選ばれていないところがすごくよく見えると

思うんですけれども、本当に悩んだ結果、この形が選ばれています。

会長 他に、いかがでしょうか。

（意見なし）

裏面から２つ、６案になりました。その中から３つに絞るということでよろしい

でしょうか。３案に絞って、その３案に絞ったものを、文字だとかを議論して、ブ

ラッシュアップして次回に提案していただく。そして、選定していくということに

なります。

６つから３つに絞りこみますが、各委員から学園章として良いと思われるデザイ

ンについてご意見を伺います。

（各委員から様々な意見）

ありがとうございました。ご意見が多かったデザインとしまして、エ、①、ウ、

④、②、③の順になります。３つに絞るとすると、表面の①、裏面のウ、エという

ことでよろしいでしょうか。

では、その３つについて確認させていただきますと、裏面のエ、表面の①、裏面

のウでございます。文字に関しても少し考えて入れてもらうというふうにしてみる

と、文字によって随分違ってくると思います。

計画調整担当

係長

次回の懇談会までに、３つについてブラッシュアップをさせていただいて、また

文字のフォント提案についても制作者に依頼します。その他この部分についてこう

したらというようなご意見をいただきましたら、さらに要望として出せるのです

が、いかがでしょうか。

会長 エンブレムの関係で「ＳＩＧ」もいいんだけれども、「ＩＺＵＭＩ」でもいいの

かなという気がします。

学校支援課長 「ＩＺＵＭＩ」だけで、「杉並」と「学園」は要らないということですね。「和泉」

だけのローマ字ですね。

会長 「和泉」だけでもいいのかなと思うんですけれども。

委員 例えば、そういう意見が出たら、デザイナーさんが「こういうイメージになりま

した」というのはもちろん見せてもらえるんですか。それを見ないとね。

学校支援課長 今度、部会を８月に開きますので、そこで提案していただきます。
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委員 そういう意見を出して、「じゃ、こんな感じかな？」みたいなことが部会ではで

きるわけですよね。

学校支援課長 そうです。ブラッシュアップした上で。

会長 私は今「ＩＺＵＭＩ」と言いましたけれども、他に何かあったら意見を出しても

らったほうがいいと思いますが。

委員 色も入れますか。

計画調整担当

係長

要望があれば、制作者が入れていただけるという説明がありました。

会長 色も任せて、ある程度何かつくってくれるということですか。

計画調整担当

係長

刺しゅうですと色が必要に、例えば体育館の緞帳についているのはカラー刺繍で

す。学園旗は、校章の部分を白抜きにして周りを紺色だったり、青だったりという

ようなものもあります。

会長 それは屋上に上げたりするようなやつですね。卒入学式で置くのは布に刺しゅう

したものですね。

計画調整担当

係長

形を１つに絞って、最終的に緞帳とかをつくるときに、ご意見を頂戴したほうが

よろしいでしょうか。青を基調としてくれというような。多分それぞれの学校でそ

こまで決まっているところはないかと思うんですが、もしある程度決めたいという

ことであれば制作者にお願いして、デザインの中で色も含めて考えていただいたほ

うがよりいいのかなと思います。複雑な色づかいを依頼するのはなかなか難しいと

思いますが、例えばこの色を基調にしてほしいとかいうようなご意見があればそれ

を伝えて、イメージで色をつけていただくことも可能かなと思います。

会長 子どもたちからとったアンケートの中に色のイメージが結構あるんじゃないで

すか。そのあたりも参考にしてもらったほうがいい。多分、和泉小関係だと芝生の

色でグリーンだというのがかなり多くあったような気がしています。それから、泉、

泉の色って何でしょうかね。青ですかね。紺でしょうか。ちょっと想像がつきませ

んが、そのようなイメージがあると思います。

もし色を入れるのであれば参考にして、日程との関係があると思うので、９月に

ある程度色の入ったものをもらうのか。９月に形を決めて色を指定したほうが、１

個に決まってしまう訳だから早いんですかね。だとすれば９月に決めて、どういう

色が子どもからのイメージで多く挙がっていたかを参考に決めていくという形で

よろしいですか。色の見本もつくってもらうという形でよろしいでしょうか。
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計画調整担当

係長

９月の時点では、色のご提案いただかないということでよろしいですか。

委員 形だけ先に決めてしまうということですね。

会長 形だけ先に決めたほうが、色も１つだけ決めればいいわけだから。

学園章に関して、そういうスケジュールでいいですか。

（異議なし）

それでは、次第４のその他に進みたいと思います。事務局からお願いします。

計画調整担当

係長

その他として４点ございます。

前回の懇談会で新校舎のセキュリティについて、ご質問がございました。建物の

中に入るときにパスみたいなものがないと扉が開かないようにといった、ご意見が

ありました。新校舎は杉並区内で初めての小中一貫教育校です。セキュリティに関

しては、よりセキュリティが高めに設定してある小学校の基準で対応しています。

小学校には、電子錠がついていたり、教室に緊急ボタンがありますが、中学校に

はありません。杉並和泉学園には中学校棟にもそうした緊急ボタンなどがついてい

て、建物全体が小学校基準のセキュリティで対応しているということになります。

続いて、学園歌の制作ですが、先ほど申し上げたように、今年の 12 月に新しい

学園歌ができてまいります。また、来年の３月には吹奏楽の楽譜もできます。４月

に依頼者とお会いして、学園章も並行してつくっているというお話をしたところ、

すり合わせをしていきたいというお話がありました。そこで学園章のデザインを学

園歌の制作者へ送り、調整を進めております。

それから、地域資料のコーナーの活用についてです。３つの学校があった証、メ

モリアルということで、現在３校には卒業制作品、卒業記念樹、歴史的な展示資料、

思い出の物などがございますが、そうした物を新校の展示資料コーナーに移設をし

ようとしても、スペース的にすべてを収めることができません。そのため、これま

でご報告してあるとおり映像で残すということです。

その映像は、単なる映像ですと、１回見たらその後それっきりになってしまうの

で、例えば学校の沿革というところでは、各年代の当時の給食の献立や写真、また

その当時はやっている遊びの映像なども盛込むと、楽しい飽きない映像になる。ま

た、はやっている遊び、例えばコマやベーゴマが展示資料の一角に飾り、その映像

を見てリアルタイムでどんな遊びかを体験できるコーナーがあっても良いという

ご意見があり、そのような色々なものを盛込んだ映像化にしていこうということで
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進めております。

６月中にはその制作会社が決定し、いよいよ７月ぐらいから地域の皆様に当時の

資料や写真、例えばこの学校が建つ前の写真をもしお持ちでしたらお借りして、地

域の昔の風景や歴史なども取り込みながら、来年３月の完成を目途に進めさせてい

ただきたいと考えております。

最後に、学校名と学園名につきましてですが、学校名は先ほど申し上げたように、

６月の第２回区議会定例会で学校設置条例につきまして、小学校と中学校名それぞ

れ承認をいただき、正式に決定となりました。また、学園名につきましても、４月

23 日の教育委員会で承認を得られましたので、こちらも正式に決定になってござ

います。

報告ということで、４点報告をさせていただきました。

会長 何かご質問やご意見はございますか。よろしいですか。

学園名等が決まったので、今、教育内容のことだとか、呼び方だとか、そのあた

りの調整をしています。今決まっているのは、「杉並和泉学園」が基本の名前とし

てあり、「小学部」、「中学部」という言い方をしようか、学年については１年から

９年という言い方をしようかという話でおおむね調整しているところです。

それに基づいて、教育課程という学校の教育内容を組んでいきます。それについ

ても、今までとは少し形が違うものでやろうかという話をしているところです。お

おむね夏明けには完成するだろうと思います。それが通常学級で、並行して特別支

援学級の教育課程を検討していて、それもおおむね９月ぐらいまでにはでき上がる

だろうという予定になっています。そうなってきますと、特色も含めて、またここ

でも話ができるようになってくるかとは思います。以上です。

委員 今、盛んに小中一貫の６・３というのを議論していますよね。

会長 ６・３制は崩さないということで、そのままです。

それから、和泉中に関して、第２回定例会で言うと、今の学校番号は 22 番なん

ですけれども、23 番の西宮、その次の24 番に和泉中がくるということになります。

学校の設置上ではそういう形になります。

呼び方を教育委員会でどうしていくかというのは、名表にどういう入り方をする

のかはまた考えていただくことになるかもしれません。

学校支援課長 22番は空欄になって、23番が西宮で、24番が和泉中学校になります。
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会長 学園名で呼ぶのかどうかというところが課題ですね。

都の名簿で、小中一貫校は学園名があり、そのあとに「（何々）中学校」、「（何々）

小学校」と出ているので、その辺、どういう呼び方をするのかというところですけ

れども、他にはよろしいでしょうか。

委員 資料の映像化という問題は、プロに頼んで映像化するのはいいんですけれども、

その資料の集め方はどうやるんですか。どうやって呼びかけるんですか。

計画調整担当

係長

今考えているのは、新泉小学校と和泉小学校で閉校式の閉校記念誌を作っていま

すが、そちらと並行しながらできたらと考えています。映像化については、記念誌

よりもう少し情報量が多く取り込めますので、また部会とかで呼びかけさせていた

だきたいと考えております。

会長 それでは、事務局から他に何かございますか。

計画調整担当

係長

次回、27 回の懇談会の日程でございます。今日の資料では８月下旬とあります

が、９月の開催になると思います。日程と場所が決まり次第、皆様に開催通知を送

らせていただきたいと思います。

また、本日の会議録につきましては、校正をお願いしたいと思いますので、よろ

しくお願いします。

会長 それでは、次回は９月上旬ということで、資料とは日程が若干違ってくるかと思

いますけれども、よろしくお願いします。

それでは、本日はこれで終了いたします。どうもありがとうございました。


